
 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 ８月２８日（水）に、「機関庫の川と友達－機関庫の

川の生き物を調べよう」と題し、今年度も NPO 法人

十勝多自然ネットの皆さんにお越しいただきました。 

十勝多自然ネット代表の野村さんから、川で学習す

る上での安全確認や本時のめあてについて説明をし

ていただき、水辺体験学習のスタートです。 

６名のガイドの先生方から、魚を中心とする生き物

の捕り方を教わった子どもたちは、それぞれバケツい

っぱいに生き物を捕ることができました。  

中庭に戻ってきてからは、捕った生き物を種類毎に分

け、その特徴を知る時間に入ります。 

ウチダザリガニがたくさん捕れる理由、オスとメスの

見分け方、ヤマメやウグイの違いなど、疑問に思ってい

ることや今日の学習で発見したことなどについて、交流

したり解決したりすることができました。 

今年度は、昨年度に比べて「ウチダザリガニが少ない」「魚類のウグイ、フクドジョウ、ヤマメ、

ハナカジカが多い」という結果となりました。ただ、個

体数が年毎に大きく増減することはよくあることなの

で、詳しい理由はまだわからないそうです。これらの内

容について、子どもたちが課題として取り組んでみても

おもしろいかもしれませんね。 

今回の学習の経験を基に、今後取り組んでいく子どもたち

の学習の展開に期待です。 
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チーム豊成の力を高め、「潤いと勢い」のある学校づくり 

キャリア 

「十勝多自然ネット」の先生方へのお礼のメッセージより 

・フクドジョウの表面がヌルヌルしているのは、川の下を 

泳ぎ、傷がつかないようにしていることを教えてもらいま 

した。 

・いろいろな魚やザリガニの捕り方を教えてくれました。 

自分達でも、どこに魚がいるのか、どうしたらたくさん捕 

まえることができるかを調べてみたいです。 

・機関庫の川にいる魚の名前をいっぱい知ることができて 

うれしかったです。 

科名 種名 2023 2024
ザリガニ科 ウチダザリガニ 454 302

ヤツメウナギ科 ヤツメウナギ科の一種 3 3

コイ科 ウグイ属の一種 5 14

ドジョウ科 フクドジョウ 116 262

サケ科 ニジマス 5 2

サケ科 ヤマメ 17 75

トゲウオ科 トゲウオ科の一種 3 7

カジカ科 ハナカジカ 1 39
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